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欣喜堂二
〇
一
六
年
二
月
二
〇
日
朝
、
快
速
み
え
１
号
で
松
阪
へ
。
松
阪
駅
前
の
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
で
「
本
居
宣
長
コ
ー
ス
・
国
学
の
道
」
と
い
う
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
を
も
ら
っ
た
の
で
、

こ
の
ル
ー
ト
に
従
っ
て
歩
く
こ
と
に
し
た
。

冷
た
い
雨
が
降
っ
て
い
る
。
松
阪
駅
前
か
ら
新
町
通
を
進
ん
で
、
日
野
町
交
差
点
に
あ
る

カ
リ
ヨ
ン
ビ
ル
が
新
上
屋
と
い
う
旅
宿
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
。
本
居
宣
長
が
賀
茂
真
淵

の
宿
泊
す
る
新
上
屋
を
訪
ね
て
対
面
し
た
こ
と
が
「
松
坂
の
一
夜
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
現
在
は
「
新
上
屋
跡
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

伊
勢
街
道
を
雨
の
中
を
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
く
。
大
手
通
に
入
り
、
少
し
進
ん
で
か
ら
右
折
す

る
と
本
居
宣
長
旧
宅
跡
が
あ
る
。
本
居
宣
長
旧
宅
跡
は
、
特
別
史
跡
に
な
っ
て
い
る
が
、

建
物
は
松
阪
城
跡
に
移
築
さ
れ
た
の
で
今
は
礎
石
だ
け
が
復
元
さ
れ
て
い
る
。
離
れ
（
長

男
の
春
庭
が
住
ん
で
い
た
）
と
、
土
蔵
、
庭
の
松
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
十
二
歳
か
ら
七

十
二
歳
ま
で
暮
ら
し
た
場
所
に
し
て
は
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
。

松
阪
市
役
所
の
前
を
通
り
、
松
坂
城
跡
に
到
着
。
ま
っ
す
ぐ
に
本
居
宣
長
記
念
館
に
向
か

い
、
開
催
中
の
冬
の
企
画
展
「
本
居
宣
長
、
本
を
出
す
」
展
を
見
る
。
宣
長
の
全
著
作
が

展
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
一
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
の
「
館
長
に
よ
る
展
示
説
明
会
」

に
合
流
し
て
、
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

雨
は
降
り
続
い
て
い
た
。
四
五
百
の
森
の
「
本
居
宣
長
ノ
宮
」
に
参
詣
す
る
。
本
居
宣
長

歌
碑
の
あ
る
松
阪
神
社
、御
城
番
屋
敷
に
立
ち
寄
り
、同
心
町
と
呼
ば
れ
る
区
域
を
通
り
、

旧
三
重
県
立
工
業
高
校
製
図
室
（
赤
壁
校
舎
）
の
外
観
を
見
な
が
ら
、
新
町
通
に
戻
っ
て

き
た
。
本
居
家
の
菩
提
寺
、
樹
敬
寺
に
立
ち
寄
る
。
一
族
の
墓
の
中
に
、
宣
長
夫
妻
と
春

庭
夫
妻
の
墓
が
背
中
合
わ
せ
に
立
っ
て
い
る
。
と
も
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。


